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長寿の表現史̶̶「菖蒲・あやめ草」をめぐって
The Literary Traditions in Symbolyzing Long Life



























































　　0423　～ほととぎす  鳴く五月には  菖蒲  花橘を  玉にぬき  縵にせむと～
（山前王）









　　4116　～ほととぎす  来鳴く五月の  あやめ草  蓬かづらぎ  さかみずき～
（大伴家持）






　　4177　～はるし過ぐれば  ほととぎす  いやしき鳴きぬ  一人のみ  聞けば






































































































































































































































































































　( 有朋堂書店 1928 年　有朋堂文庫漢文叢書 )。
6　瀧澤精一郎「辟邪の植物̶̶菖蒲と菊を主にして̶̶」(『野州国文』第
2号　1968 年 10 月 )







47号 1971 年 6月）
13 和歌の引用本文は、『万葉集』は塙書房刊『万葉集　本文篇』により、私
に表記を改めた。その他についてはすべて新編国歌大観による。 
14 片桐洋一「あやめぐさ」（『歌枕歌ことば辞典増補版』笠間書院 1999 年）。





「菖蒲」をめぐって̶̶」（『文学・語学』156 号 1997 年 10 月）。
18 泉紀子「『新撰万葉集』の世界̶̶その場面性と口誦性̶̶」
　　　　　（『王朝文学の本質と変容韻文編』和泉書院 2001 年）。
19 『文選』の本文は、高橋忠彦訳注『文選』（学習研究社 1985 年）による。
20 『列仙伝』「王子喬」には「王子喬者、周霊王太子晋也。<中略 >至時、果
乗白鶴駐山頭」とある（『鑑賞中国の古典 9　列仙伝』角川書店 1988 年）。
21 前掲注 16 には「五月」と ｢鶴 ｣の取り合わせについて、「現実の景色  で
はなく、長寿や神仙といった概念」をあらわすものだとの指摘がある。
























33 高橋亨「竹取物語論」（『国語と国文学』1976 年 3月）。
34 「菊」については、今回は述べることができなかったが、別稿にて考察する。
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